
【東市小学校】令和３年度（秋季）奈良市通学路安全プログラム対策箇所一覧　（Ｒ5年8月末時点）

1 東市 県道高畑山線 古市町1832-1付近

・交通量が多く、スピードも出ている。
・下校時間帯に車同士の衝突事故が発生し、歩道に車が
乗りあげたことがある。
・信号待ちをしている児童が巻き込まれる可能性があり
危険。

バリカーの設置
反射板の設置

県 済

2 東市
市道南部第278号線
市道南部第310号線

古市町1835-1付近
交通量も多く、道幅が狭く、急な下り坂であるため、車
のスピードが出ているため、大変危険である。以前も合
同点検で見ていただいているが、再度お願いをします。

グリーンベルトの設置
減速マークの設置

市 済
令和元年度通学路交通安全プ
ログラムと同箇所。

3 東市 県道高畑山線 古市町274付近
・南にかけて下り坂になっており、カーブになっている
ため児童の列に車が突っ込む可能性があり危険。

ガードパイプの設置 県 済

4 東市 市道南部第273号線 古市町1356付近
・側溝が深く、低学年の場合自分では出られない可能性
がある。児童が転落したことが数回ある。

転落防止柵の設置 市 済

5 東市 県道高畑山線 古市町1841－4付近 ・一部歩道が狭くなっており通行しにくい。 歩道の拡幅 県 未

6 東市
市道南部第299号線
市道南部第302号線

古市町223－1付近
・歩道が無く、東から西に向かって下り坂になっている
ため車や自転車がスピードを出して下ってくるため危
険。

グリーンベルトの設置
側溝を埋める
「学童注意」路面標示の設置

市 済
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